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青森県においても,わい化栽培に対する関らが高まり,

集団あるいは個人の新植園及び改植園が各地にみられる現

状である。このため,筆者らは,半わい性台木利用による

リンゴ樹の早期多収を図るため,時期別に側枝の誘引を行

ない,樹体に及ぼす影響を検討したので報告する。

2 試 験 方 法

1 供試品種及び台木

ふし,ス ターキングデツシャス,レ ッドゴール ド,紅玉

陸奥 つがる/1M106(処理時樹齢 4年生 )

2 栽植距離 40X ζO● (85本 /10a)

5 仕立法 立木仕立 (フ リースピンドルブッシェ )

4 誘引時期 (処理区 )

1 4月 下旬 (4月 50日 ),1 `月 中旬(6月 15日 ),

‖. 7月 中旬 (7月 15日 ),lv. 8月 中旬(8月 16日 ),

v. 9月 中旬(9月 16日 )と し,さ らに対照区 として,

慣行剪定 (4月 19日 ),無剪定の 2区 を設けた。

5 処理樹数,各処理区とも5札 なお誘引の方法は,

水平に近い角度に誘引した。

こ lJt 験 結 果

, 誘引時期及び品種別の側枝延長校の長 さは表1に示

すとおりである(以下誘引時期及び品種別を省略する )。

スターキングデリシャスでは, 4月 から
'月

まで誘引時

期が遅くなるにつれて,側 枝の延長枝の長さが長 くなる傾

向がみられ, レッドゴール ド,紅玉では, 4月 から8月 ま

では, スターキングデリシャスと同様の傾向がみられた。
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また,側校の延長校の長さは,慣行剪定に比べ誘引処理 し

たものがスターキ′′デ ,シ ャスを除いて各品種とも短か

2 1側枝当りの新柏本数は表 2に 示すとおりである。

紅玉では,誘引時期が遅くなるにつれて,新相本数が多く

なる傾向がみられたが,そ の他の品種ではみられなかった。

また,肛玉 陸曳 つがるでは慣行剪定に比べ誘引処理

したものが各時期 とも新檎本数が少なかった。

表2 誘引時期及び品種別の 1主枝当り新檎本数

1ま え が き

現在 リンゴのわい化栽培における早期多収技術の確立  った。

については,農林省始め各道県の試験場で種々検討されて    表 1 誘引時期及び品種別の側枝延長校の長さ

5 開花率及び花そう 中心花結実率は図1.2,表 5

に示すとおりである。誘引処理翌年の開花率は,処理時期
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図 1 誘引時期及び品種別開花率

による一定の傾向はみられなかった。 しかし,品種間では

表6 処理時期及び品種別花そう,中心花結実率

4 花そう及び中心花結実率は,処理間では開花率と同

様,一定の傾向がみられなかった。また,慣行剪定区で結

実のみられたレッドゴールド及び紅玉では,誘引処理した

ものの結実率が高かった。

4摘    要

枝の誘引による新相と開花結実に及ぼす影響を時期,1に

検討したところ次のことが判明した。

1 側枝延長校の長さは,ス ターキングデリシャスでは

レッドゴール ドが 4月 処理区を除いて, 6月 から
'月

まで

の各処理時期において最も高い開花率を示 し,そ の中でも

8月 が最高であった。また,慣行剪定に比べ誘引処理 した

ものの開花率がいずれの品種でも高かった。

El誘引
口 慣行

図 2 誘引及び慣行剪定による品種別開花率

誘引時期が遅くなるにつれて,長 くなる傾向がみられた。

2 1側枝当りの新精本数は,江玉では誘引時期が遅 く

なるにつれて新柏本数が多くなる傾向がみられた。また,

肛玉,陸奥,つがるでは,慣行剪定に比べ処理したものの

新精本数が少なかった。

3 誘引処理翌年の開花結実率は, レッドゴール ドが他

の供試品種より高く, 8月 処理のものが最も高かった。

4 結実率は,誘引処理間では一定の傾向がみられなか

ったが,処理区の結実率は慣行区のものより高かった。
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